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はじめに 

 

■ 安全に正しくお使いいただくために 

 

本書には津田電気計器(株)製のホール式逆流継電器試験コイルを正しくお使いいた

だくために安全表示が記述されています。本書を必ず保管し、必要に応じて参照してく

ださい。 

 

 

 

■ 注意表示について 

 

本書ではホール式逆流継電器試験コイルを安全に使用していただくために、注意事項

を次のような表示で表します。 

ここで示している注意事項は、安全に関する内容を記載していますので必ず守ってく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を
負ったり、物的損害の発生が想定される内容を示します。注意

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を示します。警告



 

 

 

 

安全上の注意 

 

 

ホール式逆流継電器試験コイルの取付および試験は、安全のため下記内容を確認して

から作業に取りかかってください。 

 

 

 

１． ホール式逆流継電器試験コイルは『き電中』に試験を行う構造にはなっており

ませんので試験時は必ず停電し、母線は接地を施してから行ってください。 

 

２． 配線作業を通電状態で行うと感電の恐れがあります。 

配線作業は必ず電源が供給されていないことを確認してから行ってください。 

 

３． 試験中、配線端子には触れないように注意してください。感電の恐れがありま

す。 

 

 

 

１． 誤配線は機器や設備の故障、焼損、火災等の原因になります。 

  

２． ネジの緩みは発熱、焼損、断線や機器の脱落の原因になります。 

  

３． 配線に使用する電線は許容電流が 4A以上となるものを選定してください。異常

発熱や焼損の原因となります。 

  

 

安全に関する使用上の注意警告

安全に関する使用上の注意注意
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１．製品の概要 

       ホール式逆流継電器試験コイル（以下、試験コイル）は、ホール式逆流継電器の

動作を検査するための試験コイルです。本試験コイルに直流電流を流すことによ

り、母線の逆流電流に相当する磁界を作り逆流継電器の動作をチェックすること

ができます。 

 

２．各部の名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[1]  コイル : 逆流電流に相当する磁界を作るコイルです。 

[2]  接続端子台 : コイルと電源を接続する端子台です。 

[3]  P端子 : 電源の＋側を接続する端子です。 

[4]  N端子 : 電源の－側を接続する端子です。 

[5]  鉄心 : コイルで発生した磁界を集磁させる鉄心です。 

[6]  ガイドピン差込穴 : 検出器に取付ける際に検出器のガイドピンを挿入します。 
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３．取扱方法 

       ホール式逆流継電器は、継電器（ＹＲＣ－７Ａ型）と検出器（ＤＲ－４Ｂ型）で

構成されています。検出器は磁界の大きさと磁界の方向により動作するため試験

コイルの取扱は下記の方法により行ってください。 

       なお、試験コイルは『き電中』に試験を行う構造になっておりませんので試験時

は必ず停電し、母線は接地を施してから行ってください。 

 

        （１）ホール式逆流継電器の端子１，２，３の配線が検出器の端子１，２，３ 

              に接続されているか確認してください。 

        （２）ホール式逆流継電器のＰ，Ｎ端子にＤＣ１００ＶまたはＤＣ１１０Ｖを 

印加してください。 

        （３）図１に示す試験回路を構成し、電流が最大ＤＣ５Ａ流れるようにしてく

ださい。電流は試験コイルのＰ端子からＮ端子に流れるようにしてくだ

さい。なお、試験コイルの抵抗値は約２Ωです。 

 

 

 

 

 

 図１ 試験回路 

        （４）試験コイルを図２のように挿入してください。この時、次の点に注意し

てください。 

             （ａ）試験コイルの鉄心にある『１』を検出器端子番号『１』に合わせて 

                   挿入してください。 

             （ｂ）試験コイルの鉄心の先端が検出器の取付ボルトに接触するまで挿入

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              挿入前               挿入後 

     図２  試験コイルの取付 
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        （５）試験コイルに流す電流を徐々に増加させ、継電器の表示器が反転する電 

              流を求めてください。この電流が試験コイル試験成績書の動作正常値の

範囲にあれば正常です。なお、試験コイルの定格電流は４Ａ，５分です。 

 

動作電流値は導体の幅では変化しませんが、導体の枚数（磁路板と検出器下面

の距離）で変化します。 

        検出器と試験コイルの組合せ試験データは試験コイル試験成績書をご参照くだ

さい。試験記録に記載のデータと比べ、±２０％以内であれば正常です。 
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３．寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

付図 1 

試験コイル 寸法図 


